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「
市
長
交
際
費
で
公
的

機
関
に
ビ
ー
ル
券
を
配
っ
た
の

は
公
金
の
不
当
な
支
出
」
と
の

判
決
に
つ
い
て
。

判
決
は
納
得
し
が
た
い
。

も
う
確
定
し
て
い
る
。

二
度
と
こ
ん
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

自
衛
隊
の
法
律
違
反
を

目
に
し
て
、
市
長
は
有
事
法
制

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

防
衛
庁
の
問
題
は
極
め

て
遺
憾
。
市
民
の
生
命
と
安
全

は
全
力
で
守
る
。

慎
重
審
議
を
求
め
る
声

明
を
出
す
べ
き
だ
。

国
会
の
審
議
を
見
守
る
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
８
月
稼
働

は
問
題
だ
。

全
国
市
長
会
で
、
個
人

情
報
保
護
や
安
易
な
利
用
拡
大

を
し
な
い
こ
と
等
の
要
望
書
を

国
に
出
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
説

明
会
で
、
参
加
者
を
５
つ
に
区

分
し
た
方
法
を
示
せ
。

担
当
部
が
意
見
を
聞
い

て
組
織
と
し
て
判
断
し
た
。

分
類
し
た
方
法
は
。

担
当
の
総
合
的
判
断
で

結
果
を
資
料
に
し
て
出
し
た
。

う
そ
の
資
料
だ
。
こ
れ

が
適
正
な
事
務
か
。
ど
ん
な
方

法
で
分
類
し
た
の
か
、
事
実
を

調
べ
関
係
職
員
を
処
分
せ
よ
。

再
調
査
は
し
な
い
。

決
定
の
根
拠
、
市
民
の

理
解
を
得
た
と
の
報
告
自
体
が

間
違
い
だ
。
調
査
せ
よ
。

納
得
で
き
る
行
政
に
は

正
し
い
資
料
が
必
要
！

森
　
輝
雄
（
無
所
属
）

福
田
官
房
長
官
の
非
核
発
言
へ

の
市
長
見
解
を
問
う

福
田
長
官
は
非
核
三
原

則
の
見
直
し
発
言
を
し
た
。
西

東
京
市
は
非
核
・
平
和
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
に

対
す
る
市
長
見
解
は
。

私
の
感
覚
か
ら
言
え
ば

控
え
た
方
が
い
い
。

公
民
館
運
営
審
議
会
の
各
館
設

置
を

市
長
が
言
う
政
策
形
成

過
程
か
ら
の
市
民
参
加
を
保
障

す
る
た
め
に
は
、
市
民
参
加
の

典
型
で
あ
る
公
民
館
の
各
館
を

独
立
館
方
式
と
し
、
各
館
に
公

民
館
運
営
審
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。

社
会
教
育
法
に
基
づ

く
運
営
で
市
民
参
加
は
確
保
し

て
い
る
。

柳
沢
公
団
通
り
を
走
る
ル
ー
ト

の
確
保
をは

な
バ
ス
運
行
ル
ー
ト

の
問
題
だ
。
柳
沢
方
面
、
南
部

に
行
く
と
武
蔵
野
市
と
の
境
、

五
日
市
街
道
を
走
っ
て
い
る
。

市
民
の
足
で
あ
る
な
ら
ば
、
柳

沢
の
中
央
部
を
走
る
路
線
の
確

保
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
が
引
き
続
き
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

ル
ー
ト
見
直
し
の
中
で

一
つ
の
課
題
と
な
る
。シル

バ
ー
パ

ス
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

新
町
５
丁
目
の
溢
水
問

題
の
解
決
が
緊
急
課
題
だ
。

実
情
に
合
っ
た
施
設
整

備
で
解
決
に
向
け
努
力
す
る
。

市
民
参
加
と
言
う
が

そ
の
中
身
が
問
わ
れ
る
！

高
梨
　
功
（
共
産
）
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問
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長
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長
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「
福
祉
手
当
が
少
な
く

な
り
、
介
護
保
険
料
を
払
う
こ

と
が
大
変
だ
」「
家
族
が
疲
れ
切

っ
て
い
る
と
き
、
２
〜
３
日
で

も
預
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
切
実
な
声
は
、
両
親
を
５
年

間
、
介
護
し
た
経
験
か
ら
身
に

つ
ま
さ
れ
る
、
改
善
せ
よ
。

市
長
は
保
険
料
を
、
来
年
度

か
ら
基
準
額
を
３
千
６
百
円
に

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

平
成
12
年
度
と
比
較
す
る
と
４

倍
以
上
だ
。
昨
年
度
で
２
億
円

余
の
黒
字
だ
。
引
き
上
げ
を
や

め
、
減
額
、
免
除
の
制
度
を
つ

く
れ
。

市
の
独
自
施
策
に
よ
る

保
険
料
の
軽
減
は
、
審
議
を
お

願
い
し
て
い
る
。
市
民
説
明
会

等
で
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
利

用
料
の
軽
減
を
検
討
す
る
。

保
険
料
は
確
定
で
は
な

い
。
準
備
金
の
取
り
崩
し
を
ど

う
使
う
か
に
よ
っ
て
変
動
す
る

し
、
十
分
協
議
す
る
。

超
高
層
ビ
ル
建
設
は
、
住
宅
や

店
舗
の
需
要
さ
え
つ
か
ま
ぬ
計

画
か

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の

再
開
発
は
、
総
事
業
費
が
133
億

円
だ
が
、
東
西
の
踏
切
対
策
と

再
開
発
は
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

の
か
、
住
宅
は
賃
貸
か
分
譲
か
、

商
業
施
策
は
店
舗
数
は
幾
つ
か

等
、
計
画
の
全
容
を
明
ら
か
に

し
、
市
民
に
説
明
せ
よ
。

財
源
や
公
共
施
設
の
あ

り
方
、
区
域
の
設
定
等
調
整
し
、

市
民
に
説
明
し
た
い
。

来
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
を
や
め
よ

葉
原
　
時
美
（
共
産
）

け
や
き
小
建
設
工
事
が

本
格
的
に
着
工
さ
れ
る
が
、
旧

西
原
小
の
出
火
や
解
体
工
事
で

の
騒
音
、
振
動
で
近
隣
住
民
に

大
変
な
迷
惑
を
か
け
、
行
政
へ

の
不
信
感
が
募
っ
て
い
る
。
工

事
説
明
会
で
住
民
と
約
束
し
た

万
全
な
管
理
対
策
は
守
れ
る
か
。

近
隣
住
民
と
の
約
束
を

守
り
、安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
。

け
や
き
小
の
学
童
ク
ラ

ブ
の
定
員
は
現
在
100
名
だ
が
建

て
か
え
後
は
80
名
で
心
配
の
声

が
あ
る
。
今
後
の
対
応
を
問
う
。

２
割
増
ま
で
は
面
積
を

確
保
し
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
。

旧
保
谷
で
一
部
実
施
の

小
学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
旧
田
無
で
も
導
入
と
の

こ
と
で
不
安
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
旧
田
無
市
民
に
、
是
非

も
含
め
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は

な
い
か
。旧

田
無
市
民
に
十
分
説

明
し
、
市
全
域
で
実
施
し
た
い
。

旧
西
原
二
小
跡
地
利
用

は
、
市
民
参
加
で
早
期
具
体
化

を
提
起
し
た
が
、
検
討
状
況
を

問
う
。

教
育
委
員
会
は
郷
土
資

料
館
、
ス
キ
ッ
プ
教
室
を
確
保

し
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
校
庭

は
地
域
に
開
放
し
た
い
。
今
後

全
庁
的
に
検
討
し
決
定
す
る
。

市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
合
併
後
苦
情
が
多
い
。

特
に
介
護
・
福
祉
窓
口
は
高
齢

者
、
障
害
者
が
対
象
で
丁
寧
な

対
応
が
必
要
。
改
善
策
を
問
う
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
。
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
全
力
を
挙
げ
る
。

け
や
き
小
建
設
問
題
な
ど

市
民
本
位
の
行
政
を

武
藤
　
朝
子
（
共
産
）

行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
に
は
「
市
の
財
政
状

況
は
い
ま
だ
危
険
水
域
に
あ
る
」

と
あ
る
。
新
市
将
来
構
想
で
は

「
合
併
で
財
政
力
が
強
化
さ
れ

る
」
と
言
っ
て
い
た
が
。

財
政
の
健
全
性
を
確
保

す
る
よ
う
努
力
す
る
。

答
申
に
は
「
受
益
に
相

応
し
た
負
担
の
見
直
し
（
引
き

上
げ
）」
と
あ
る
。
新
市
将
来
構

想
で
は
「
負
担
は
低
い
方
に
合

わ
せ
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

す
る
者
に
は
、
利
益
に
応
じ
た

負
担
水
準
を
検
討
す
る
。

答
申
に
は
「
保
育
園
、

小
学
校
給
食
、
学
童
ク
ラ
ブ
、

図
書
館
、
公
民
館
の
民
間
委
託

を
推
進
」
と
あ
る
。
新
市
将
来

構
想
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
は
高
い

方
に
合
わ
せ
る
」
と
言
っ
て
い

た
が
。

民
間
委
託
を
拡
充
す
る
。

答
申
に
は
「
新
庁
舎
建

設
は
構
想
す
べ
き
で
あ
る
」
と

あ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

２
庁
舎
を
使
う
と
い
う

こ
と
で
、
市
民
か
ら
い
ろ
い
ろ

苦
情
が
来
て
い
る
。
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
併
前
の
行
革
大
綱
で
、

学
校
給
食
の
民
間
委
託
、
公
民

館
の
本
館
・
分
館
、
敬
老
金
の

廃
止
、
国
保
料
・
都
市
計
画
税

の
引
き
上
げ
が
さ
れ
た
。
ま
た

そ
の
道
に
踏
み
出
す
の
か
。

合
併
し
て
も
、
行
政
を

運
営
し
て
い
く
本
質
的
な
考
え

は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
も
市
民
の
負
担
増
の
道
に

踏
み
出
す
の
か

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
）

多
く
の
保
護
者
は
導
入

を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
保
護
者
に
き
ち
ん
と
知
ら

せ
、
も
っ
と
広
い
レ
ベ
ル
で
の

論
議
を
進
め
る
べ
き
。
市
民
参

加
に
つ
い
て
十
分
な
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
の
生
活
と
家
庭

の
実
態
・
意
向
調
査
で
、
70
％

強
の
賛
成
が
あ
る
。
ま
た
、
市

民
も
参
加
す
る
学
校
選
択
制
度

実
施
懇
談
会
で
検
討
し
て
い
る
。

実
態
・
意
向
調
査
の
問

い
は
「
一
部
の
区
市
に
お
い
て

は
公
立
の
小
中
学
校
に
つ
い
て

通
学
区
域
の
枠
を
越
え
て
通
学

で
き
る
学
校
自
由
選
択
制
度
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
」
で
あ
り
、

学
校
選
択
制
を
問
題
あ
り
と
意

識
的
に
考
え
て
い
る
人
以
外
当

然
賛
成
す
る
。
こ
れ
で
も
っ
て

市
民
の
賛
成
を
得
た
と
の
認
識

は
改
め
た
方
が
い
い
。

子
ど
も
た
ち
に
自
由
に

学
校
を
選
ん
で
も
ら
う
と
い
う

が
、
学
校
は
来
て
ほ
し
い
生
徒

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
う
し
た
生

徒
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
競
争

し
て
特
色
を
出
そ
う
と
す
る
。

中
・
長
期
的
に
は
学
力
差
等

に
よ
り
序
列
化
が
生
じ
、
学
校

側
が
入
学
者
を
選
ぶ
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

魅
力
や
特
色
の
あ
る
学

校
づ
く
り
に
努
力
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
く
る
。
切
瑳
琢
磨
は
必
要
だ

ろ
う
。

学
校
選
択
制
は
市
民
的

論
議
の
必
要
な
問
題

倉
根
　
康
雄
（
共
産
）

用
語
の
解
説

【
一
般
質
問
】

議
員
が
議
会
の
会
議
で
、
市

の
権
限
に
属
す
る
行
政
事
務
全

般
に
わ
た
り
、
市
長
等
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対

す
る
方
針
等
に
つ
い
て
の
報
告
、

説
明
、
考
え
を
求
め
、
こ
れ
に

対
す
る
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。本

市
議
会
で
は
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
定
例
会
の
２
日
目

か
ら
４
日
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

質
問
者
は
、
執
行
機
関
の
明

瞭
な
答
弁
を
求
め
る
た
め
に
、

議
長
の
定
め
た
期
間
内
に
、
議

長
に
そ
の
要
旨
を
文
書
で
通
告

し
ま
す
。

現
在
の
質
問
時
間
は
、
答
弁

を
含
め
１
人
40
分
で
、
発
言
順
序

は
抽
選
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
】

生
物
学
的
な
性
の
違
い
に
対

し
て
、
社
会
の
中
で
成
長
す
る

過
程
で
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と

し
て
身
に
つ
い
た
性
差
観
念
を

言
い
ま
す
。

【
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
】

市
民
等
に
代
わ
っ
て
行
政
の

適
正
な
運
用
を
監
視
す
る
専
門

員
。
従
来
は
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

「
マ
ン
」
が
男
性
を
示
す
こ
と
か

ら
「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
】

将
来
的
に
読
書
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
、
あ
る
年
齢
（
１
・

２
歳
程
度
）
に
達
し
た
子
ど
も

に
、
年
齢
に
合
っ
た
絵
本
な
ど

を
配
布
し
、
親
と
子
が
本
を
読

む
時
間
を
共
有
す
る
楽
し
さ
を

伝
え
る
運
動
を
言
い
ま
す
。
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